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2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 ～2030年 ～2040年

総合管理

航
空
交
通
全
体

空域の抜本的再編

運航情報の共有による飛行計画の
調整

時間管理の実現
(交通容量管理を含む。)

航
空
路

高度・経路の選択自由度の向上

迂回の少ない飛行ルート

出
発
・
到
着

就航率の改善
(高度化された航法の導入推進)

燃費の良い上昇・降下の実現

空
港
面

地上待機時間の短縮

地上走行の最適化

 航空交通量の増大に対応するととともに、運航効率の改善等によりCO2排出量の削減に取り組む必要がある。
 将来の航空交通システムの進展や技術開発の動向を見越しつつ、航空交通全体の最適化と航空路・出発及び到着・空港面における運航フェーズごとの改善策
それぞれについて、短期的取組を実行に移すとともに中長期的取組を段階的に推進していく。（今後の取組において、10%程度のCO2削減を目指す）

工程表の基本的な考え方

●凡例
1. 準備・導入

フェーズ
2. 試行・実証

フェーズ
3.運用・拡大

フェーズ
更なる
高度化

本運用上下分離の段階的実施

本運用／機能拡大試行運用デジタル情報共有基盤（ＳＷＩＭ）構築 → FF-ICE（運航前軌道調整）

※ 表内部の記載は取組例。

本運用／導入空港拡大試行運用自走距離の短縮

導入空港拡大継続的な上昇・降下（CDO等）が可能となる運用

導入空港拡大RNP-AR 運航基準見直し

導入空域拡大試行運用高高度フリールート

本運用空域の境界（高度）のリアルタイム変更

SWIMの外国との接続 → FF-ICE（運航中軌道調整）

本運用空域の境界（高度＋水平位置）のリアルタイム変更

本運用試行運用洋上航空路における飛行高度最適化

高度化／導入空港拡大試行運用SBASを用いたRNP進入方式の導入

導入拡大機能実証ACDM統合、AMAN高度化開発

メタリングの導入 本運用／機能拡大

将来の航空交通
システムの進展や
技術開発の動向を
踏まえながら、航空
交通全体の最適化
等について、更なる
取組を推進

※ 年は暦年を表す。
今後、「CO2削減協議会（仮称）」を設立し、下記のような取組を検討し、推進していく。

国土交通省航空局「航空機運航分野におけるCO2削減に関する検討会」
（委員長：屋井鉄雄東京工業大学教授）にて、令和3年12月10日に取りまとめ
※「機材・装備品等への新技術の導入」、「SAFの導入促進」の分野についても、同様の工程表を作成

現在の工程表
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2023年 2024年 2025年 2026年 ～2030年 ～2040年

航
空
交
通
全
体

空域の抜本的再編

運航情報の共有による飛行計画の
調整

時間管理の実現
(交通容量管理を含む。)

航空気象情報を活用した迂回の少
ない飛行ルートの実現

航
空
路

高度・経路の選択自由度の向上

迂回の少ない飛行ルート

出
発
・
到
着

就航率の改善
(高度化された航法の導入推進)

燃費の良い上昇・降下の実現

空
港
面

地上待機時間の短縮

地上走行の最適化

●凡例
1. 準備・導入

フェーズ
2. 試行・実証

フェーズ
3.運用・拡大

フェーズ
更なる
高度化

本運用上下分離の段階的実施

本運用／機能拡大デジタル情報共有基盤（ＳＷＩＭ）構築

自走距離の短縮

導入空港拡大

導入空域拡大試行運用高高度フリールート

本運用

本運用試行運用FF-ICE（運航前軌道調整）

本運用空域の境界（高度＋水平位置）のリアルタイム変更

本運用試行運用洋上航空路における飛行高度最適化

導入空港拡大ACDM統合、AMAN高度化

取組を議論しながら、関係者間で協力して脱炭素化を推進していく。

今後の工程表（案）

空域の境界（高度）のリアルタイム変更

本運用／機能拡大SWIMの外国との接続

乱気流予測情報等の航空気象情報の高度化 本運用／高度化

RNP-AR 運航基準の見直し

高度化／導入空港拡大SBASを用いたRNP進入方式の導入

メタリングの導入 本運用／機能拡大

※ 表内部の記載は取組例。

※ 年は暦年を表す。

試行運用 本運用FF-ICE（運航中軌道調整）

継続的な上昇・降下（CDO等）が可能となる運用 導入空港拡大

将来の航空交通
システムの進展や
技術開発の動向を
踏まえながら、航空
交通全体の最適化
等について、更なる
取組を推進

試行運用 本運用／導入空港拡大



新規施策：航空気象情報を活用した迂回の少ない飛行ルートの実現

○航空機のCO2排出削減に資する運航への取組みとして、経路短縮など消費燃料削減に資する
航空気象分野の取組みを推進。
○雷や乱気流を避けた飛行ルート（高度、経路）の選定に重要な乱気流予測情報や、離着陸の可否
判断に必要不可欠な空港の気象観測情報を高度化し、経路短縮などによる燃料消費の削減を目
指す。

（１）乱気流予測情報の高度化
現在の乱気流予測情報※１は、時間・空間分解能が粗く、航空機が大回り
な航路を選択する場合がある。
このため、気象衛星ひまわり、数値予報データ、EDR※２を活用（航空DX
の推進）したより精緻な情報を開発・提供する。
高度化した情報の利用により安全性を確保しつつ、運航改善（経路短縮）
による消費燃料の削減が期待される。

（２）空港の気象観測情報の高度化
離島空港の気象観測は、１時間に１回程度のため、一時的な悪天等
によって上空待機や引き返し、着陸のやり直しが発生する場合がある。
このため、自動観測技術を開発して、自動観測の導入を拡大し、気象
の変化を適時・的確に捉えた空港の気象観測情報を提供する。
気象の変化を適時・的確に捉えた情報を利用することで、運航改善
（引き返しや着陸のやり直し等の減少）による消費燃料の削減が期待さ
れる。

※ １ 日本周辺の空域を対象に、乱気流等が観測または予想される場合に、国内外の気象機関や管制官、パイロットなどに提供・注意喚起を行う情報
※ ２ 気流の乱れを表す指標。航空機のコンピュータにおいて自動的に計算され、リアルタイムな通報が可能

高度：20千～35千ﾌｨｰﾄ
時間：現在～４時間後
強い乱気流に注意！

高度：25千～30千ﾌｨｰﾄ
時間：２～４時間後
強い乱気流に注意！

最適な航路
の選択

現在 精緻化イメージ

迂回による
消費燃料の増加

雲 雲 雲

【１時間に１回程度の観測通報】
悪天だった場合、出発空港へ
引き返さざるを得ない
場合がある。

【自動観測により適時・的確に通報】
天候の回復、悪化を適時・的確に通報
することで出発空港への引き返しを回避
できる。

航空機のCO2排出削減に資する運航に寄与するとともに、
より安全な運航にも寄与。
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